
老人福祉施設「2人 3脚」
代表取締役ホーム長

「
一
対

一
で
老
人
介
護
を
し
た
い
」

と
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
と
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
入
る
施
設

「
２
人
３

脚
」
を
２
０
０
７
年
８
月
に
富
士
市
境

に
設
立
し
た
。

３
人
の
子
育
て
が

一
段
落
し
た
の
を

期
に
、
４４
歳
で
沼
津
市
立
沼
津
高
校
の

専
攻
科
で
正
看
護
師
の
資
格
を
取
り
、

富
士
市
の
精
神
科
病
院

で
働
き
始
め

た
。
４
年
後
に
は
、
新
設
さ
れ
た
老
人

性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
の
看
護
課
長

に
な
り
、
認
知
症
の
高
齢
者
の
世
話
を

し
た
。

看
護
師
、
補
助
看
護
師
合
わ
せ
て
１０

人
ほ
ど
で
介
護
に
あ
た

っ
て
い
た
が
、

最
大
で
６０
人
に
も
な
る
患
者
全
員
に
は

な
か
な
か
目
が
行
き
届
か
な
か

っ
た
。

寝
た
き
り
の
高
齢
者
は
症
状
が
進
行
・

悪
化
す
る
こ
と
が
多
く
、
「
一
対

一
で
介

護
で
き
れ
ば
」
と
歯
が
ゆ
さ
が
募

っ
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

８
年
が
た
ち
、
利
用
者
の
都
合
で
通

っ
た
り
宿
泊
し
た
り
で
き
る
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
と
、
生
活
す
る
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
双
方
を
備
え
た
施
設
を

作
ろ
う
と
い
う
か
ね
て
の
構
想
を
実
行

に

移

そ

う

と
、
退
職
し

た
。
経
験
も

知
識
も
な
か

っ
た
が
、
詳

細
な
事
業
計
画
を
作

っ
て
銀
行
か
ら
１

億
円
の
融
資
を
受
け
た
。
近
隣
住
民
に

は

一
人
ず
つ
説
明
し
、
翌
年
、

「
２
人

３
脚
」
を
開
設
し
た
。

「
２
人
３
脚
」
で
は
、
利
用
者
が
ス

タ

ッ
フ
と

一
緒
に
食
事
の
用
意
や
洗
濯

な
ど
の
家
事
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
し

て
過
ご
す
。
症
状
の
進
行
が
止
ま
る
人

も
多
く
、

「
車
い
す
を
使

っ
て
い
た
人

が
自
分
の
力
だ
け
で
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
。
ポ
イ
ン

ト
は
、
相
手
を
で
き
る
だ
け
寝
た
き
り

に
し
な
い
こ
と
。
　
ヨ

対

一
で
付
き
合

え
ば
必
ず
良
く
な
る
」
と
い
う
信
念
は

実
践
に
よ

っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
と
感
じ

て
い
る
。

施
設
で
は
看
護
師
や
介
護
福
祉
士
、

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
２９
人
が
働
く
。

「
仕
事

が
き

つ
い
割
に
は
給
料
が
安
い
」
な
ど

と
し
て
介
護
の
現
場
は
人
手
不
足
だ
と

い
わ
れ
る
が
、

「
２
人
３
脚
」
で
は
正

職
員
に
最
低
で
も
手
取
り
で
月
２０
万
円

の
基
本
給
を
支
払

っ
て
い
る
と
い
う
。

施
設
の
ス
タ

ッ
フ
向
け
に
勉
強
会
を
月

２
回
開
き
、
出
席
者
に
は
残
業
代
も
払

っ
て
い
る
。

「
学
ぶ
意
欲
を
持
た
せ
、

も

っ
と
い
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た

い
。
労
働
環
境
に
は

一
番
気
を
配
り
た

い
」
。
待
遇
改
善
に
努
め
、
し
か
も
２

年
目
に
は
当
初
計
画
通
り
黒
字
化
を
達

成
し
た
。

沼
津
高
専
攻
科
に
通

っ
た
時
、
周
り

は
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
若
者
ば

か
り
の
中
で
、
　
二

〓
［も
逃
す
ま
い
」

と
授
業
に
集
中
し
、
優
秀
な
成
績
を
収

め
て
答
辞
を
読
む
役
に
も
選
ば
れ
た
。

２
年
間
、
無
遅
刻
無
欠
席
だ

っ
た
。
「
常

に
上
を
目
指
し
た
い
。
知
識
を
得
た
い
。

意
欲
が
あ
れ
ば
年
齢
は
関
係
な
い
」

数
年
後
に
は
施
設
を
後
進
に
任
せ
、

老
人
介
護
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
伝
え
る
た
め

大
学
生
向
け
に
講
演
な
ど
を
し
て
回
る

―
―
と
の
夢
を
描
い
て
い
る
。

「
人
の

役
に
立

つ
こ
と
が
生
き
が
い
に
な

っ

た
」
。
子
供
の
よ
う
に
目
を
輝
か
せ
た
。

（
星
聡
）

石田 友子さん 59

新 潟 県生 まれ 。市 立 沼津 高 衛生 看護 科 卒 。

富 士 市 内の個人 病 院で 3年間准 看 護 師 と して
働 き、結 婚 で退 職 。 1989年か ら再 び市 内の病
院で 准 看 護 師 と して働 き始 め 、途 中 、正 看護

師 の資 格 を得 て 、 2006年まで 勤 め た。現 在 は
社 団法 人 「認 知 症 の人 と家 族 の会 」県 支 部 の

役 員 も務 め る。富士 市 厚 原 在 住 。

施
設
の
利
用
者
と
ポ
ー
ル
遊
び
を
す
る
石
田
友
子
さ
ん

（富
士
市
の

「
２
人
３
脚
」
で
）

こ.0ツ聰‐と

:

一

対

一
で
介
護
」信
念
実
践


